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令和３年８月１６日 

オンライン会議記録 

葛飾区立北野小学校 

藤井 智崇 

第１１回体の動きを高める運動領域部会記録 
 

参加者  河野 古川 岡田 畠中 坪根 藤原 鈴木 山本 藤井 

常任理事 黒澤校長 横山 

 

１ 今回の部会での検討内容 

（１）夏季合研発表リハーサル 

（２）夏季合研当日の動きの確認 

（３）想定質問の回答を考える 

（４）河野部長より 

 

２ 昨年度の研究内容の確認 

（１）夏季合研発表リハーサルを終えて 

 ①プロモーション動画の音が出ていない。 

古川 もう一度流してみます。→再度確認し、スムーズだった。（藤原、河野） 

河野 岡田さんのやつももう一度流してもらっていい？ 

→ もともとの音が小さい。 

岡田 こっちでしゃべっちゃうのもいいかと。子供たちのセリフをしゃべるのはどうか。 

河野 それがいいと思う。 

岡田 じゃあ、先ほどのスライドのところは私の方で説明します。 

 

②１６分かかっている時間の問題はどうするか。 

河野 スライド４を削ってスライド５から残す。 

畠中 調研部から出ていた学習課題を載せている部分を削る。 

古川 １つ目、２つ目は１点目、２点目にする。 

横山 スライドが切り替わる時のアニメーションを取ると良い。 

 

③その他 

河野 背景が黒だと色覚異常の方は赤が見づらい。色も３色程度におさえると良いと佐々木先生に 

ご指摘いただいた。→対応済み。基本的には白に太文字で作成する。赤より朱色を使う。 

畠中 「問い掛け」を「言葉掛け」に直す。 

  

（２）夏季合研当日の動きの確認 

畠中 古川さんがホストをもらう。それ以外は前回出した資料通りで大丈夫。 

   当日は、９時２５分から入る。ＩＤとパスワードは後でＬＩＮＥに送る。 

岡田さんと藤原さんのペアで発表と操作を行う。→ 古川、岡田、藤原は同じ場所にいる。 

最後に河野部長と黒澤先生から一言もらう。 

藤井 ブレイクアウトセッションでは、どのように話し合いを進めればいいか。 
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畠中 ①領域の特性、②学習過程、③実証授業第 1回、第２回について話し合う。 

   深めるところとしては、手だてについて深める。１番はグループ協議なので、まずは皆さんの 

   意見を吸い上げることだと思います。司会は答えることが第一ではないので、どんどん引き出せ 

るとよい。 

古川 引き出して、各グループで答えないけど、いつの場面で答えるんだっけ。 

畠中 グループで答えられるものは全部答えて、全体で深めたいなと思うものは全体に出します。 

   「質問お願いできますか。」とふっておいてもらえると進めやすいのかなと思います。 

岡田 今の想定だと１０人くらいだと思う。グループ協議３０分だとするとあっという間に経って 

しまう。 

河野 できれば１つのグループは５～６人がよい。→１グループ５～６人に変更。 

 

グループ協議の進め方 

①自己紹介をする。 

②今日の発表を受けてどうですか？→感想、質問を一人一言ずつ言ってもらう。 

③領域の特性、②学習過程、③実証授業第 1回、第２回について話し合う。 

④それぞれの手立てについて深める。 

・ロードマップ・問いの分類・プロモーションムービー 

〇何も出なかったらロードマップについて深める。 

⑤全体で取り上げたい内容については「質問お願いできますか。」と参加者に促す。 

 

※ 司会が「手だての１点目についてはどうですか。」など焦点化して話し合いを進める。 

※ 自分で答えられることについては答えるが、全体の場で質問するように促す。 

※ 協議会の内容を部会で共有したいことが出たら、部会のＬＩＮＥで共有する。 

 

 

〇 パソコンの予備順位について 

① 藤原 ② 古川 ③ 山本・・・全員がパワーポイントとプレゼンの内容を一応準備しておく。 

 

〇 パソコンの全体記録・・・山本 

 

（３）想定質問の回答を考える（作成、修正したものをドライブで参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の意見

を引き出す！ 
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質問への解答の分担は、 

〇想定質問集の内容は質問を出した人が答える。 

①アプリについて           山本チーム 

②運動開発について          大川チーム 

③ロードマップ・学習カードについて  藤原チーム 

 

発表最終確認後 

①画面の切り替わりのアニメーションのような動きは画面がスムーズにいかないためである。 

②黒澤先生より 誤「教師の働きがけ」 → 正「教師の働きかけ」 

③黒澤先生より ６年の学習過程の中に「学習全体のロードマップ」と「学びのロードマップ」との 

違いは何か？ → 「学びのロードマップ」に統一。 

        背景は白で良くなった。 

 

〇河野先生より 

当日は、部会のメンバーが１１名集まれる。まずは、それぞれのブレイクアウトセッションで部会の 

役割を進行していただいて、できるだけ色々な人から焦点をしぼった意見を出せるように働きかけをし 

てください。その後の全体協議の中では想定質問集と役割分担通り（アプリ、運動開発、ロードマップ・ 

学習カード）する。できるだけ部員全体で解答できるように進めていきましょう。解答できないところ 

は副部長代理や副部長が解答してくれると思いますので、まずは自分がこれを答えようとして答えてく

ださい。当日の参加人数が読めないので、臨機応変に対応していきましょう。そのために、全員が原稿に

目を通して誰でもできるように準備してください。また、パワーポイントの準備もしてください。よろし

くお願いいたします。 

 

古川 明日の昼ぐらいには Googleドライブにアップするので、各自で資料を確認してほしい。 

 

４ 常任理事の先生より 

黒澤校長 

 「備えあれば患いなし」という言葉の通り、今日の部会で十分に良い準備ができた。 

 

畠中 Zoomでの集合時間は９時３０分くらいかな？ 

畠中 ９時２５分に受け渡しがあって、部員の「Zoomの集合時間」があった方がよい。 

   → 河野先生より、送られてきているアカウントがＬＩＮＥで送付された。 

   → 古川さんが入ったら部会のＬＩＮＥで「入れますよ。」と合図がある。 

     合図があったら、Ｚｏｏｍに入る。 

 

〇 全体会は中止。高める部会が終わった後の参加についてはＬＩＮＥにて部会で参加調査をする。 

  → 調査研究部から「均等になるように調整する必要がある。」とされている。 

  → 岡田さんから後ほど調査があり、均等振り分けられる。 

 

〇 Ｚｏｏｍアカウントは、それぞれの学校に送付されているのと、ホームページにも載っているので 

  一般参加の人にも知らされている。 

 

〇 不安なことがあったら、ＬＩＮＥで共有する。 


